
報道発表資料

＜お問い合わせ先＞
大阪税関調査部 特別審理官（第1担当）

06-6576-3124・3138

令和８年２月１７日

令和７年の

 大阪税関における関税法違反事件
の取締り状況



令和７年の密輸動向

※1.不正薬物とは、覚醒剤、大麻、あへん、麻薬(ヘロイン、コカイン、MDMA等)、向精神薬及び指定薬物をいう
※2.押収重量は錠剤型薬物を除いたもの

令和７年1月から令和７年１２月までの大阪税関管内における不正薬物※1の密輸入事件取締状況

[覚醒剤事犯]

摘発件数 １０件 （前年比３７％減）
押収量約 ３５kg （前年比１５％減）

[大麻事犯]

摘発件数 ５４件（前年比３０％減）
押収量約 ８３kg （前年比２０％減）

[麻薬事犯]

摘発件数 ５０件 （前年比４％減）
押収量約 ９３kg （前年比約３倍） ※2

[指定薬物事犯]

摘発件数 ３４件 （前年同数）
押収量約 ３kg （前年比約4.5倍）

[不正薬物事犯全体]

摘発件数 １４８件 （前年比１８％減） 押収量 約２１４ｋｇ（前年比２０％増）
※押収量は速報値（鑑定中で未計上のものあり）
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大阪税関における不正薬物等の摘発実績
大阪税関における不正薬物等の摘発実績 全国税関における不正薬物等の摘発実績
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薬物事犯の特異事例等について
大阪税関における不正薬物の取締り状況

Ｒ１

3

● 不正薬物全体の摘発件数は１４８件 （１８％減）で、 押収量は 約２１４ｋｇ（２０％増）
● MDMA、コカイン及びケタミン等麻薬全体の押収量は約93㎏（約３倍）であり過去5年間で最高
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薬物事犯の特異事例等について
覚醒剤事犯

Ｒ１

● 摘発件数は３７％減、押収量は１５％減 
● 仕出地別では、摘発件数はタイ来が最多の５件、押収量もタイ来が最多の約１５ｋｇ
● 形態別では、航空機旅客、航空貨物による事案である
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覚醒剤事犯 （事例１） 【令和７年6月・関西空港税関支署】

マレーシア来の旅客から、タオルに浸み込ませて隠匿された

覚醒剤 約7キログラム を発見、摘発
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覚醒剤事犯 （事例２） 【令和７年７月・関西空港税関支署】

ベルギー来の旅客から、スーツケース内に隠匿された

覚醒剤 約５キログラム を発見、摘発
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大麻事犯
● 摘発件数は３０％減、押収量は２０％減
● 仕出地別では、摘発件数は米国来が最多の２５件、押収量はタイ来が最多の約６１kg
● 形態別では、航空機旅客、航空貨物による事案が大宗を占める
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大麻事犯 （事例３）
タイ来の旅客2名から、食品内に隠匿された

大麻草 約３１キログラム を発見、摘発
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【令和７年１０月・関西空港税関支署】



大麻事犯 （事例４）
タイ来の旅客から、液体容器内等に隠匿された

デルタ９THC 約20キログラム を発見、摘発
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【令和７年９月・関西空港税関支署】



麻薬事犯

10
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ブラジル
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● 摘発件数は４％減、押収量は約３倍
● 仕出地別では、摘発件数はタイ来が最多の１０件、押収量はオランダ来が最多の約１９ｋｇ
● 薬種別ではＭＤＭＡ等、及びその他の麻薬（ケタミン等）が大幅増加
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※押収重量はMDMA錠剤1錠を0.5グラム
として換算し含めたもの



麻薬事犯 （事例５）
スイス来の航空貨物から、噴霧用機器の紙箱内に隠匿された

コカイン 約４キログラム を発見、摘発
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【令和７年10月・堺税関支署】



麻薬事犯 （事例６）
タイ来の郵便物3個から、 大麻関連製品の袋及びボディパウダーの容器に隠匿された

MDMA 約５千錠及びケタミン 約500グラム を発見、摘発
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【令和７年8月・大阪外郵出張所】

ケタミン

MDMA



指定薬物事犯
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中国

約3.8kg米国

約1.4kg

香港

約0.9kg

● 摘発件数は前年同数、押収量は約4.5倍
● 仕出地別では、摘発件数はタイ来が最多の２１件、押収量はカナダ来が最多の約１.６ｋｇ
● 形態別では、航空機旅客、航空貨物による事案が大宗を占める

2

8

3

1

3

31

16

10

34 34

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

5

10

15

20

25

30

35

40

R3 R4 R5 R6 R7

押
収
量
㎏

件
数

過去5年間摘発推移（件数・押収量）

押収量（合計） 件数（合計）

2

1

3

20

14

29

8

5

12

6

7

2

1

14

1

0 5 10 15 20 25 30 35 40

R3

R4

R5

R6

R7

件数

過去5年間摘発件数推移（密輸形態別）

航空機旅客 国際郵便 航空貨物 船舶旅客

1577g1378g

77g

26g
13g

4g

3g

0.5g

R7押収量

約3kg

カナダ

タイ

ベトナム

中国

韓国

米国

シンガポール

ドイツ

1 6 2 4 1

2

1
3

1

13

0

5

10

15

20

25

R7摘発件数（仕出地別）

航空機旅客 国際郵便 航空貨物



14

指定薬物事犯（事例７）
タイ来の旅客2名から、食品袋内及び置物に隠匿された

エトミデート 約千個及び覚醒剤 約1キロ を発見、摘発

【令和７年１１月・関西空港税関支署】

エトミデート
(カートリッジ入り）

覚醒剤
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指定薬物事犯（事例８・９）

ベトナム来郵便物からの指定薬物 を発見、摘発   

ラッシュ（亜硝酸エステル系）

【令和７年６月、8月・大阪外郵出張所】

令和７年６月摘発 令和７年８月摘発



金事犯
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中国

約3.8kg米国

約1.4kg

香港

約0.9kg

● 摘発件数は７１件で４４％減、押収量は７２kgで8９％減
● 仕出地別では、摘発件数は中国来が最多の３１件、押収量では香港来が最多の約４８㎏
● 形態別では、航空機旅客による事案が大宗を占める
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金事犯（事例１０・１１）
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【令和７年2月、10月・関西空港税関支署】

①中国（香港）来の旅客から、 
 粉末状の金 約６00グラム を摘発

（2月）

②中国（香港）来の旅客から、 
 板状の金 約３キログラム を摘発

（10月）

着用中の上着ポケット内に隠匿 旅客用カート背部に隠匿



銃砲事犯（事例１２） 【令和７年7月・関西空港税関支署】

中国来の航空貨物から、玩具銃3丁 を発見、摘発   
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